資料7　一時預かり依頼書の例

一時預かり依頼書
	保護動物収容受付番号
	

	動物種
	□犬 　□猫 　□他（　  　　　）
	品種
	

	呼び名
	
	毛色
	

	性別
	雄・雌（不妊手術　未・済）
	特徴
	

	年齢
	
	特記事項
	

	首輪
	有・無　色:
	ﾏｲｸﾛﾁｯﾌﾟ
	有・無　番号:

	鑑札
	有・無　番号:
	注射済票
	有・無　番号:


動物救護センターに次のとおり私の所有する動物の一時預かりを依頼します。
１ 私は、自然災害の発生により被災し、私の所有する動物の飼育が一時的に困難になったことから、自ら所有する上記動物の一時預かりを依頼します。
２ 預かり期間は、　 年 　月　 日から 　年 　月 　日までとします。
３ 私は、一時預かりを依頼している間に、自ら飼育できる状態にするか、知人などに飼育依頼を行うよう努め、可能になった時は、速やかにその旨を動物救護センター（以下「センター」という。）に連絡し、当該動物を引き取るものとします。
４ 一時預かりにあたっては、センターが実施する保護動物の伝染病予防を目的としたワクチン接種、その他必要な検査に同意いたします。
５ 一時預かり中に発生した疾病、負傷などについては、センターにおいて応急処置を施すあるいは、必要に応じて、獣医師会会員病院に搬送することを同意いたします。
６ センターが保護施設の状況などにより、一時預かりが困難な状況が生じた時には、一時預かりボランティアでの動物保護については一任します。
７ センター等での保護期間中、やむを得ない事情により当該動物が死亡、逸走または負傷したとしてもその責任は問わず、損害賠償請求などは行いません。
８ 動物の保護施設への搬入および搬出については、私自らの責任のもとに行います。また、一時預かりボランティアへの動物の搬入及び搬出に関わる詳細については、センターの指示に従います。
９ 一時預かり依頼期間中は、所有者である私の所在は明確にし、避難場所の変更もしくは居住場所の変更については速やかにセンターにお知らせします。
10 保護期間経過後、　　　日間連絡がなかった場合は所有権放棄されたものとみなします。
　　　　　　動物救護本部長 様
平成　　年　 月　　日
氏 名 　　　　　　　　　　印
住 所　　　　　　　　　　　　　　　　　
電 話　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
避難場所　　　　　　　　　　　　　　　　
（裏面に「運転免許証」など身分を証明するもの写しを添付）
